
上川　ここからのパネルディスカッションで
は、基調講演を受けて、サッカー界、スポーツ
界での暴力根絶に向けて、「しない、させない、
許さない」ということをリスペクトの観点からど
のように考え、どのように行動していけるか、皆
さんと考えていきたいと思います。まずは皆さ
んから、自己紹介を兼ねて一言いただけますで
しょうか。

綾部　私は、実は小学校の教員になるまで
サッカーとは無縁でした。子どもたちと仲良く
するために、放課後に一緒に遊んでいたら、
その中の一人が「先生、サッカーやろうよ」と
誘ってくれました。でも、残念ながら私はサッ
カーを知らない。ルールも全く知らない。「ご
めんね、先生はサッカー知らないから」と断っ
たのです。そうしたらその子がこう答えました。
「先生、あの白い枠の中に先生がボールを入

れたら先生の勝ち」。私が最初に知ったサッ
カーのルールは、まさにサッカーの楽しさそのも
のでした。
　そこから子どもたちと毎日ボールを蹴るよう
になり、子どもたちと触れ合っていると、彼らの
変化に気が付きました。サッカーをやりたいか
ら自分の生活がどんどん変わっていくのです。
この子どもたちをどんな子どもに育てたいかと
考えたとき、サッカーを通して強い子どもを育て
たいと、それが私のきっかけでした。そして、サッ
カーと出会った、子どもたちと出会ったおかげ
で、指導者と出会いました。また、子どもたちの
保護者とも出会いました。子どもたちのあの一
言がスタートで、多くの方々に出会いました。
今日もここで初めてお会いする方もいます。子
どもたちに「先生、サッカーやろうよ」と言われ
たその言葉が、キックオフのホイッスルとなりま
した。

山口　皆さんがご存じの通り、この暴力問題
のはじめは、女子柔道のナショナルチームで
起きた暴力が非常に大きな社会問題として取
り上げられたことでした。私自身が柔道の組
織にいますので、非常に責任を感じています
し、こういった取り組みには積極的に参加させ
ていただきたいと思っている中で、今回お声を
かけていただき、非常にありがたく思っていま

す。このリスペクトの取り組みについては以前
より伺っていて、サッカーはすばらしいなと感じ
ていました。
　こういう問題を話すときに、「きれいごとでは
ないか、結局は勝たなければいけないんだよ」
という議論も、私たちトップスポーツをやってい
た人間には確かにあると思います。ただ、だか
らこそ、それでもきれいごとを言わなければいけ
ないのではないかと強く思っています。柔道は
格闘技ですから、やっていること自体が既に暴
力のようなものです。だから子どもたちに、「柔
道で礼をしなかったらケンカと同じだ、礼で始ま
り礼で終わるから柔道になるんだよ」と言って
います。これは日本人の考え方で「型」から入
るということに通じます。初めは、礼の意味な
んて子どもたちは分かりません。でも礼をさせ
ていくことによって、それが相手をリスペクトす
ることにつながっていく。意味は後からでも教
えていかなければいけない。このプロジェクト
は、それを言い続けて示していくことだと思って
います。今回いろいろな問題があった中で、私
たちはそれをさらに強く言い続けていかなけれ
ばいけないと考えています。

森島　私は小学校からサッカーを始めて、プ
ロ生活も送った中で、いろいろな経験をさせて
もらいました。そこから私自身、選手を辞め、今
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度は指導者として子どもたちと向き合っていく
ようになり、今日、僕はここにいますが、指導者
としてどのように携わっていくべきかというのを
あらためて学びたいと思っています。僕自身も
リスペクトするというのはすごく大事なことだと
感じています。というのも、小学生のときに一
時、自分自身がうまくなりたいというのを勘違い
して、自己中心的になってしまったことがありま
す。そのときに恩師から、サッカーノートを通じ
て「そんなプレーはペレでもしない」と、仲間の
大切さを書いていただいたことをずっと大切に
してきました。恩師から「周りを思いやる気持
ちがない選手は日本代表にはなれない」と言
われたことがすごく頭に残っているのですが、
実際にプロ選手になり、日本代表になり、周り
の選手を見ても、負けたくないという気持ちを
すごく強く持っているのと同時に、どの選手も
相手を思いやる気持ちを持っていたと思いま
す。自分もそういうことの大切さを学んできた
中で、今日こうして皆さんといろいろ話をしなが
ら、あらためてリスペクトする思いの大切さを
学べたらと思っています。

上川　暴力による指導は、社会の中で、ある
面では容認され続けてきた問題だと思います。
このテーマを話し合っていく上で、まず暴力は
いけない、重大な問題だということを認識する
必要があると思います。暴力問題の現状につ
いて、眞藤先生から口火を切っていただけま
すか。

眞藤　未来に向けて心を開き、いろいろなこ
とを考えていかなければ次には進めない。一
人一人が根本的な考え方を変え、スタートしな
いと変わらないと思っています。今年2月から
いろいろな取り組みをしていく中で、「しない、
させない、許さない」を、いろいろな方と相談し
ながら進めてきました。ところが、やはり「そう
は言っても…」「なかなか根が深いし難しいよ」
「実際現場では難しいな…」という声をたくさ
ん聞きました。ただ、難しい難しいと言っていた
ら根絶にはつながりません。どういったことを考
えていけばいいのか、日本の将来を大きく捉え
て、自分自身も悩みながら一緒になって皆で
考えて、一人一人が取り組んでいけるようにし
ていきたいと考えています。このシンポジウム
が終わったときに、自分を含めて皆さん一人
一人がこうしたら関われるのではないか、何か
取り組めるのではないか、ということを感じてい
ただくことができれば良いなと思っています。

上川　暴力の問題は非常に根が深く、ちょっ
とした禁止、通達、研修等で簡単に解決でき
るようなものではありません。特効薬的なドラ
スティックな解決策は難しいということになる

と思います。だからこそわれわれ一人一人が
持っている意識を変えていくということが、たと
え遠回りだとしても大事なことだと考えます。
暴力の即効性は一時的なものです。一時的
な解決策とも言えます。表面的には何か変わ
るかもしれませんが、スポーツの本質に立ち返
ると必要ないものであると思います。
　まずスポーツ界全体の展開についてです
が、日本体育協会（日体協）や日本オリンピッ
ク委員会（JOC）、日本障害者スポーツ協会、
全国中学校体育連盟（中体連）、全国高等
学校体育連盟（高体連）が一緒になってス
ポーツ界における暴力根絶宣言が出されてい
ます。本日、日体協の方にいらしていただいて
います。経緯等をお聞かせいただけますでしょ
うか。

日本体育協会スポーツ指導者育成部・岡
達生氏　4月25日に日本のスポーツ界の5
つの統括団体が集まり、暴力根絶宣言を採
択しました。これは、この5団体だけでなく、当
然そこに加盟している競技団体、都道府県
体育協会を含めてのものになります。経緯とし
ては、1月に発覚しました大阪の高校のバス
ケットボール部キャプテンの自殺の件、そして
柔道女子代表の件、そういったことがきっかけ
で、社会的に大きな問題になり、文部科学大
臣からも日本スポーツ界の最大の危機である
という声明がありました。もちろん宣言を出した
ことだけで全てがうまくいくとは思っていません
し、先ほどからもありましたように根が深い話だ
と思っていますので、何年かかるかは分かりま
せんが、根絶に向けた取り組みをいろいろな
形で継続的にやっていくことになります。

上川　「必要悪」といった誤った考えを捨てる
ことが大切になってくると思います。簡単な問
題ではなく、時間がかかるかもしれませんが、
一人一人が意識を変えて強く臨んでいく必要
があると思います。
　JOCが選手と指導者にアンケートを行い、
回答を得ています。さまざまな反応があります
が、本当に嫌だった、許せない、トラウマになっ
た、辞めたくなったという声がある一方で、信頼
関係によるのでは、全部だめだというのは難し
い、という声も聞かれています。また、自分を育
ててくれた、愛情をもって真剣に向き合ってく
れた、感謝しているという意見もあります。

山口　この一連の暴力問題を受けて、JOC
としても、ジュニアのレベルに至るまでの強化
選手、そして指導者にアンケート調査を行った
結果、約10％強の選手が、暴力やパワーハ
ラスメント（パワハラ）を受けたことがあると回
答しました。これを多いと思うか、少ないと思う

かはそれぞ
れ違うかと
思います。
私たち研究
者はよくこう
いったアン
ケートを行う
のですが、
今の選手た
ちは自由記
述というと
面倒なのか
ほとんど書
いてきません。でも、今回のアンケートでは自
由記述のところも比較的丁寧にそれぞれの思
いを書いてくれました。彼らがこの問題につい
て向き合いたいと思っている表れだと思いま
す。それを私たちがどう受け止めて、どのように
これからのスポーツ界を変えていくかという議
論をしていかなければいけないと強く思いまし
た。選手たちも戸惑っている部分があります。
でも彼らもそれを乗り越えようと葛藤している
姿を見ました。指導者も同じです。簡単ではな
いですが、そういう思いが集まって一歩前に進
めるのではないかという印象を受けました。

上川　一部、真剣に向き合ってくれた、愛の
むちだ、というように肯定している人もいます。
その辺の理解をしつつも、やはりそういうこと
は止めていかないといけない。

山口　非常に難しいのは、成功体験と一致し
ているところがあることです。そして、自分がやっ
てきたことに対する肯定なのです。そのときが
あったから今がある。あの厳しい指導があったか
ら自分は育った。暴力を否定してしまうと自分が
やってきたことを否定してしまうような葛藤が指
導者にも選手にもあります。ですから、そうではな
いんだ、やってきたこと、頑張ってきたことは否定
されるものではないのだ、ということを少し丁寧
に説明していく必要があると思います。

森島　多くの日本代表選手は、お互いが負け
たくないとか、結果を出さなくてはいけないとい
うプレッシャーの中で集まります。結果を求め
る中で試合に出られないのが悔しいという選
手が、当然その中から出てきますが、チームの
ために自分もやらないといけないという強い思
いを持てない選手は、その中にはいませんでし
た。相手の気持ちを分かった上で、自分の気
持ちを抑えてチームのためにやるという考えが
大事だったと思います。

上川　暴力と同時に暴言という問題もありま
す。綾部先生、長く小学生年代の子どもたち
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のサッカーに携わってきていかがでしょうか。
言葉は特に境目が難しいですね。それで心を
傷つけてしまったり、相手を否定したりしてしま
う。子どもたちや指導者をご覧になって、言葉
について感じることがあればお願いします。

綾部　コーチや、特に高学年の先生が低学
年の子どもと話をするときの大人の言葉は難
しいですよね。この世に生まれて6年程度、
覚えた言葉、知った漢字など、大人と子どもに
は大きな差があります。ところが大人はその差
を感じないで平気で子どもと話す。ですから、
難しい言葉やカタカナの言葉をたくさん話しま
す。子どもは優しいですから、あたかも分かった
ようにうなずいてはいるのですが、理解してい
ることはそうたくさんはありません。そういう中で
指導者の話している言葉が理解できず、それ
に対して誤った動作をすると、大人は自分の
言っていることが伝わらないので、まず声が大
きくなって、「お前分かっているのか？こんなこ
とが分からないのか？」等の暴言につながりま
す。暴力も私は若干見てきました。やはり大人
と子どもの対決は、子どもが弱者です。大人
はどちらかというと上から目線で子どもに対応
しています。目線を下げて子ども側に立って、
自分が話す前に子どもから聞き出す。私は先
輩の先生に、子どもの本音が聞ける指導者
が一番良い指導者だと言われました。「先生、
あのね」「監督、実は僕ね」。「あのね」という
言葉が出ることが、子どもと指導者のコミュニ
ケーションがうまくいっていることだと私は評価
します。そのコミュニケーションがあればどんな
話をしても大丈夫ですし、子どもが分からない
ことは分からないとはっきり言えるようになりま
す。そういう子は伸びてきます。ところが分かっ
たふりをして、「はい、はい」と聞いている子は、
結果的には本当に自分が何を言われたか分
からないということになります。そういう中で、大
人は我慢できなくて手を上げたり、暴言を吐い
たり、大声で子どもを威嚇するのです。そういう
子どもは伸びません。子どもは、安心した状態
の中で話ができるし、サッカーは楽しいものだ
と感じることができるのです。子どもと一緒に
いると楽しいという方が私は指導者として“は
なまる”だと思います。サッカーのみならず、おう
ちのことや遊びのことを聞いてあげたり、また
はサッカーだけでなく一緒に山に登ったり、そう
いうことをしながら、大事なサッカーを通してそ
の子に何を気付かせていくかということが大事
だと思います。

上川　暴言あるいは暴力ということは、先ほど
も言いましたが、一時的な即効性はあるかもし
れませんが、本当の意味での解決にはなって
いない。そして、即効性があったから、また同じ

ような方法をとるようになる。そしてそれがエス
カレートしていき、ついには大きな問題につな
がっていく。そうなるとスポーツ本来の意義や
楽しさが失われてしまいます。

眞藤　今、綾部先生が言われたように、子ど
ものことを考えられる指導者がとても大切で
す。子どもの側にも、うまくなりたい、教えてもら
いたい、ということで少し依存があることも確
かです。つまり、指導者は権力を持っていると
いうことを自覚しないといけないと思います。
本来、いろいろなことに関わっていける、働き
掛けていけるということですが、それを少し勘
違いして、こんなことをしてやった、これを教え
てやった、ということになり、良かれと思ってい
たことでも自分で気付かないうちにエスカレー
トしていくということが起こるのだと思います。
それを指導者として自覚しておく必要がありま
す。子どものことを分かって、その子に合わせ
て何かを伝えていくためには、いろいろなこと
を勉強する必要があります。その子がどうした
いのかを本気で考え、その子の将来に向けて
「今、どのように声をかけてあげたらいいか」と
いうふうに考えてあげられたらいいと感じてい
ます。

上川　アンディー・ロクスブルグさん（前ヨー
ロッパサッカー連盟テクニカルダイレクター）
の言葉にもありますが、「皆さんは、選手の未
来に触れている」。イビチャ・オシムさん（元日
本代表監督）は「明日、子どもがどんなプレー
をするか楽しみに指導する」と言っています。
まさにこういう気持ちが必要なのだと思いま
す。一方で、暴力や暴言に関する重大な問題
が起きています。JFAでも相談窓口を開設し
ています。その窓口に寄せられる事例、介入
や解決の難しさについて、少しお話を聞きたい
と思います。

JFA技術部・島田信男　6月24日にJFA
理事会の決定をもって暴力根絶相談窓口を
開設しました。先週末までに寄せられている
相談は32件です。内容についてはいろいろ
な問題があって紹介できないのですが、U-12
年代、U-15年代、U-18年代とそれぞれありま
す。一番多いのはU-12年代です。相談内容
は暴力や暴言などたくさんあります。通報して
くるのは、お子さんが暴力や暴言を受けたとい
う方が一番多いですが、それを目撃された方か
らもあります。往々にして、その方々はそのチー
ムを去っていますし、さらには、サッカー自体を
やめてしまっているケースもあります。また、そ
の子が心的なダメージで適応障害や不登校
等の症状が出るまでになってしまっているケー
スもあります。通報を受けている私どもの立場

としては、被
害を受けた
側がチーム
を去らなけ
ればならな
い、サッカー
をやめなけ
ればならな
いというこ
と、そしてそ
のチーム自
体の実 態
はなんら変
わっていないということは、大きな問題ではな
いかと捉えています。

上川　対応の難しさがある。また、対応が遅
れてしまうと大事に至ってしまう恐れもありま
す。やはり問題を起こさないためにエネルギー
を使っていく、意識を高めていくことが一層重
要になってくると思います。
　スポーツは本来、自発的に、自主的に、自分
で考え、楽しく行うものであると思います。森島
さん、サッカーを始めた頃の思い出などを聞か
せていただけますか。

森島　周りの友だちがやっているのを見て、
楽しそうだなと思って始めました。それから、日
本代表で活躍している選手を見て、自分もそう
いうふうになりたいという目標ができ、そのため
にもっとうまくなりたいと思ってどんどんのめり
込んでいき、やる気が起きました。子どもたちが
そういうふうに、どんどん未来に向かって夢を
持ってやっていけるような、自分自身が子どもの
頃に抱いたようなワクワク感を持ってやってもら
いたいと思います。

山口　柔道は楽しくはありません。つらいこと
が多く、本当にサッカーを見ていてうらやましい
と思います。子どもの頃は、休み時間でも子
犬がじゃれ合うように遊んでいるのですが、カ
テゴリーが上がってくると、休みというと少しも
動かずにじっとエネルギーをためています。サッ
カーは日本代表の選手たちを見てもいつも
じゃれ合っていますよね。これがサッカーの本
当の姿なんだなと感じています。ただその楽し
さと勝つということと、どちらに向かわせるか。
難しいことですね。指導者はどうしても勝たせ
たい。勝った喜びを味わわせたい。そこでつい
つい行き過ぎて、となってしまう。
　先ほど暴言の話が出ましたが、どれだけき
れいごとを言っても指導者は自分の心に手を
当てて考えてみれば、傷つけてしまうことがあ
る。親だってそうですね。親が子どもを怒るとき、
「そこまで言わなくてもいいんじゃないの」と思

山口香さん　ⓒJリーグフォト
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うけれど、もう感情がコントロールできない。そ
こを指導者がまずは自覚することだと思いま
す。もう一つは、暴言を受けた選手以外の選
手も嫌な思いをしているということを知ることで
す。相手チームが暴言を吐かれているのに、
見ている側も気持ちが沈んでしまう。その影響
力を知るということ。さらにもう一つ感じている
ことがあります。海外の柔道選手との試合で
は、あまり強くない相手との試合もあり、これは
楽勝だなと思って出ていっても、相手が妙に
自信満々なことがあります。そうすると不安に
なります。でもやってみるとやはり弱いのです。
それがなぜ起きるのか、イギリスに行って分か
りました。イギリスの指導者は選手に、失敗し
ようがひどい技だろうが、ダメだと言わないので
す。彼らは自分が下手なことに気付いていな
いと分かりました。だから妙に自信満々なので
す。私は選手を見ていて、自信は大事だと思
います。指導者が暴言を吐いたり脅かしたりす
ると選手は委縮します。これは日本のスポーツ
界全体の問題です。ダメだとか、こうだと言い
切ることが選手を委縮させてしまう。もっと思
い切ったプレーができるのに、失敗してもいい
のにと、思うような選手が育ってこないのかな
と、自分の反省もしつつ感じています。

上川　スポーツは楽しむことが大前提です。
安心、安全、そして人間性を育てるということ、
自信をつけさせるためには、自立できていない
とそこまでたどり着けないのだと思います。ス
ポーツの本質をわれわれは失わずに子どもた
ちを育てていくことが大切だと思います。

眞藤　先ほど森島さんからもあったように、子
どもたちがそれに夢中になっていく、夢中にな
れば自分でも練習する、そうした中でライバル
に負けたくない、勝ちたい、あるいはチームス
ポーツでは仲間と協力して目標に向かって取
り組む。そういう内に湧いたエネルギーが出て
くるのだと思います。そういうところがスポーツ
の大事なところだと思います。

上川　では、「しない、させない、許さない」とい
うことについて。まず「しない」ということで、何
が大切になってくるでしょうか。

眞藤　やはり学ぶこと。自分のためでもあるの
だけれど、選手のためにやっていくことが自分
のためにもなっていくと考えることが大事だと
思います。子どもの成長を、将来を見据えて思
い描けることが大事であり、そういうことをしっ
かり伝えていく中で「しない」というところに
入っていきたいと思います。指導者養成で言
うと、その子の成長やレベルに応じた指導が
できるようにカリキュラムの中でしっかりと伝え

ていきたい。高い視座で子どもの将来を見据
えた指導をしていくのにどうしたらいいかを考え
ていくことで、指導者一人一人が暴力や暴言
ではなく別の方法で子どもたちに伝えていくこ
とができるのではないでしょうか。
　先ほど選手のアンケートに、愛情を感じて
頑張れというのがありましたが、もっと別の方
法で指導者は伝えることができたのではない
でしょうか。選手にとっても、暴力そのものでな
く、その指導者が真剣に向き合ってくれたこと
が大事だったのではないかと思います。そのこ
とをしっかりと伝えていけるようなものにしてい
きたいと考えています。そういう意味で、指導
者養成のライセンス講習とリフレッシュ研修を
もっと充実させていかなければならないと思っ
ています。それから、選手一人一人に向き合え
る指導者の配置をしていきたいと考えていま
す。「義務化」と言うといろいろ壁があるので
すが、頑張っている人たち、あるいは勉強しよ
うとしている人たちをサポートできるようなもの
をつくっていく中で、「しない」というところに踏
み込んでいきたいと思っています。

上川　ライセンスの話が出ました。4種の中で
は、チームに必ず一人以上指導者資格を取
らせるということが、2005年からスタートしまし
た。反応等、何かありましたでしょうか。

綾部　D級ライセンスを取らなければいけな
い、義務だ、と上から言われると、今まで30年
もやってきた人たちは「いや、そんなの今さら
受けなくてもちゃんとやっているよ」と言いたく
なる。D級の中身を知らずに形ありきだと、躊
躇（ちゅうちょ）してしまった方もたくさんいまし
た。でも私は、D級を皆さんに受けていただき
たい。なぜ受けていただきたいのかという中身
を理解いただけると、納得いただけると思いま
す。指導者も常に学ぶということは大切なこと
ですし、自分自身が分かっているつもりでも、さ
まざまな情報がここで共有化されます。また、
技術だけでなく、サッカー界で起きている新た
な話題にも触れられます。さらにもう一つ、私
が一番大事だと思うのは、講習会で出会った
指導者仲間同士でコミュニケーションがとれ、
指導者同士の輪も広がっていくということで
す。講習会を皆さんに受けていただきながら常
に学ぶことが大事だと思います。D級を、という
ことだけでなく、指導者の人間性の問題だと
思うのですが、全てのものから学ぶ、子どもか
らも学ぶ姿勢というのが、特にU-12年代では
大事です。大人が気付かないようなことを、子
どもたちから教えてもらったりします。
　私がサッカーの指導を始めた当初、日本の
子どもたちは、右利きなら右足しか使いません
でした。今から40年ほど前、オベラーツ（元西

ドイツ代表）という選手の引退試合を子ども
たちと一緒に見たことがあります。そのときあ
る子が私にこう言ったのです。「先生、明日か
ら左足の練習しようよ」。オベラーツ選手は左
利きですごくうまい選手だったのですが、その
左足を見て、子どもは自分が左足を使えない
から練習したい、と言ってきました。びっくりしま
した。私はただ「すごい、すごい」と見ていただ
けだったのですが、子どもはしっかりとオベラー
ツ選手の左足のテクニックを見て、学びたい
と言ってきた。子どもは侮れないなと思いまし
た。また、大人が分からないふりをして子どもに
考えさせることも大事です。大人が分からない
と言うと子どもはすごく良い気持ちになります。
「じゃあ、教えてあげよう」となって、教えること
から学びという姿勢をとり、子どもは一生懸命
考えます。考える、考えさせるということが指導
だと思います。

山口　柔道では、遅ればせながら、今年度か
ら、ようやく指導者資格を導入して講習会実
施という取り組みを開始しました。特に若い指
導者の方は、一国一城の主になってしまうと、
分からないと言えないとか、どうやって勉強した
らいいのだろうという悩みが意外とあるもので
す。綾部先生もおっしゃられたように、指導者
同士で疑問をぶつけ合ったり、悩みを打ち明
け合ったり、ネットワークをつくっていくことは良
いことだと思います。サッカーをやっている人
は握手をしますね。指導者が子どもとも握手
をする。柔道ももちろん礼をしますが、触れると
いうのは大事なことだと思います。柔道もぜひ
そういうところを取り入れてやっていきたいと
思っています。

眞藤　相談、ネットワークの話が出ましたが、
気軽に相談できることは大事だと考えていま
す。指導者は日々、一生懸命やっていると、閉
鎖的になっていて、聞く相手も自分の指導を
見ている人さえもいない場合がある。日々、子
どもと向き合って悩みながらやっている中で、
気軽に相談できることは大事で、「させない」
にも つ な
がっていくこ
とではない
かと考えて
います。
　「しない」
のところで
は、先ほど
綾部先生が
言われまし
たが、D級
について、4
種ばかりで 眞藤邦彦氏　ⓒJリーグフォト
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なく育成年代についても取っていただけるよ
うな仲間を増やしていきたいです。そうは言っ
ても部活動の顧問の場合は必ずしもなろうと
してなっている人ばかりではないので、そういう
人たちにどういう働き掛けをしていったらいいか
ということは考えていきたいと思っています。

上川　ではその「させない」について話を進め
させていただきたいと思います。

眞藤　「しない」というところは、今のような形
で取り組んでいけることが少し見えてきていま
す。ですが、「させない」について考えると、今
の社会で、例えば電車の中で何か良くない行
動があったときに「あなた、それダメですよ」と言
うことを躊躇（ちゅうちょ）してしまう面があります。
難しいですが、スポーツ界だったら何かできる
のではないかということを考えていきたいので
す。スポーツ界の仲間としてやっていきたい。
ただし、誰もがそういう意識でできるようになる
には時間がかかると思います。まずはそういう
担当、役割の人をつくりたい。先ほど綾部先生
と雑談をしている中で、以前は大会本部に技
術委員がいて、その方がゲームの後に良かっ
たこと、課題があったことを伝える体制があっ
たと伺いました。大会を通じてであれば、例え
ばそういう役割の方がいて、皆にも周知されて
いて、何かあればその人が注意する。制度とし
てそういうものをつくる必要があるのではない
かと考えています。大前提としては、大会ばか
りでなく、日々の中でお互いが声をかけられる
ようなものはどういうふうにつくっていったらい
いかを、今、考えているところです。

上川　「させない」ということ。自分がしないだ
けではなく、見たりあるいは聞いたりした場合
にそういうことに対して、おせっかいではないで
すが、声をかけられる。そういう社会に変わって
いくべきだということですね。また、そういうこと
をスポーツ界から発信できていけば良いと考
えます。暴力あるいは暴言については、連鎖、
再生産していくこともあると認識しています。
指導者から選手に、それが選手同士にもつな
がる、あるいは選手が指導者になったときに同
じようなことを選手にする。これについて、何か
お考えはありますか。

眞藤　まず「しない」ということを根付かせてい
かないといけません。暴力を受けた鬱憤（うっ
ぷん）晴らしを自分よりも弱い相手にするよう
なことは止めなくてはならない。学生にアン
ケートを行うと、約4割が過去、体罰を受けたと
答えています。では指導者になったときに体罰
をすると思うか、と聞いたときに、3割弱が、時
には必要、するかもしれない、と答えています。

そういった部分も含めて考えたとき、やはりもっ
と根のところにアプローチしていかなければな
りません。先ほどあったように、愛のむちや愛
情に感じて後輩に伝えてしまう。それに対して
働き掛けていく必要があります。しない、させな
い、暴力・暴言は絶対にないのだということを
浸透させていくための取り組みを継続していく
しかないと思っています。

山口　私は、外の目を入れるというのが良い
と思います。例えば先輩がよく訪ねてくるとか、
ご近所の人が見に来るとか、そういう近場で
良いのですが、そういう目が入ってくると随分
閉鎖性が解かれます。いろいろな人が意見を
言う。例えば監督も選手から言われたらふざ
けるなと思うけれど、ちょっと年の離れた教え
子だったりすると、先生最近丸くなりましたね、
とか、最近指導変わったのではないですか、と
か、選手が生き生きしてきましたよ、などと言っ
てもらえる。「暴力が」ということで杓子定規に
考えるよりは、いろいろな人が出入りする、見
に来るような環境をつくっていくということも重
要なのではないかと思います。
　森島さんにお伺いしたいのですが、柔道は
やっていることが直接的なので、相手に怒りを
直接ぶつけられるものです。でもサッカーを見
ていると、熱くなってレッドカードをもらう選手も
中にはいますが、意外と怒りをコントロールす
る。選手はうまくコントロールしているのに、な
んで監督やコーチはその怒りがコントロールで
きないのかなと感じています。選手はどんなふ
うにやっているのですか？レッドカードがちらつ
くのですか？

森島　僕は選手時代、味方に文句は言わな
いように心掛けていたのですが、たまに熱く
なって審判員にちょっと強く言ってしまってイ
エローカードをたくさんもらっていた方だったの
で、大変申し訳ないなと…。ただ、自分たちも
審判員が嫌いで文句を言っているわけではな
いですし、サッカー選手は終わった後に握手
をするということが先ほど出ましたが、自分た
ちはしっかりとあいさつをしなくてはいけない。
ありがとうございました、という気持ちは持って
プレーしています。反省もしながらですが…。
ルールでそうしなくてはいけないと思っていると
いうよりは、個人的にもやっていいことと悪い
ことが分かった中で戦っていると思います。感
情的な部分はもちろんありますが、コントロー
ルはできるのではないかと思います。

山口　本当にサッカーの選手を見ていると
すばらしいと思います。これが柔道だったら大
変だなというようなシーンを見ながら、偉いなと
思っています。でもサッカーを見ていて思うこと

は、時間が切れますよね。審判も上手に切っ
たりしてうまくコントロールしている。指導者とし
て私も参考になるのですが、ちょっと時間を置
けばなんてことない怒りってありますね。私が
やっていたのは、試合が終わってすぐ選手を
集めない。これがたった5分、10分置くことで
スッとなるところもあります。上川さん、審判員
の立場からはどうですか？

上川　森島選手の試合は何回か審判をさせ
ていただいたことがありますが、ご自分でおっ
しゃるほどひどくはなかったというか（笑）、自分
をよくコントロールされていたなと感じます。や
はり瞬間的に感情的になるのはわれわれも十
分理解できます。先ほどちょっと間を置くという
話が出ましたが、自分も感情的になっているの
であれば時間を置いて、話ができる状態であ
れば話をします。話ができない状態でこちらか
ら声を掛けると余計、火に油を注ぐような状況
にもなりがちなので、それはしません。もう一つ
大事なのは、ちょっと気持ちが安定していない
な、プレーより別の方向に気持ちが向いてい
るな、と感じたときに、爆発する前に、先に声を
掛けてあげる。そういうことをやっていたつもり
ではあるのですが（笑）。審判員はそういうこと
を考えながらやっています。ただ審判員をやっ
ていて一番難しいのは、ベンチからイライラさ
せるような声が掛かるときですね。そんなときに
は僕らがやっているようなことをベンチでも感
じてほしいです。今、選手がどういう精神状態
でいるのか、プレーに気持ちが入っていないよ
うなとき、そういうところを指導者も冷静に感じ
て、ベンチから声を掛けてくれるとわれわれも、
ではそこは任せていいのだなとなります。

眞藤　そうですね、ベンチがポジティブな表現
をすればそれは伝わっていくわけで、そうありた
いと思います。
　先ほど言われた第三者の目という意味で
は、全日本少年サッカー大会（全少）でも、技
術の方から最初の代表者会議で「互いに声
を掛け合おう」ということで伝えさせていただき
ました。その
大会をご覧
になってい
かがでした
か？

綾部　今年
もとてもす
ばらしい大
会でした。
本日、オー
プニングの
映像で選手 綾部美知枝さん　ⓒJリーグフォト
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宣誓を聞いていただいたと思いますが、あれが
全てです。そして、今日持ってきたグリーンカー
ド。特に全少ではこのグリーンカードをたくさん
出そうと審判員にもお願いして、良いことをし
たらとにかくグリーンカードを出します。例えば、
選手が倒れていたら相手チームの選手でも気
遣って起こす。そういう人道的な部分のカードで
す。今年の大会の準決勝終了時の審判員が
すばらしかった。両チームの選手たちが本当に
お互いを大事にしながらよく最後まで戦ったと
いうことで、試合終了時に両チームにこのカー
ドを出しました。ここまでは比較的あることなの
ですが、その若き審判員は各ベンチに歩いて
行って、それぞれのベンチにグリーンカードを出
してくれました。私は鳥肌が立ちました。こんな
に良い大会はなかった。しかもそれを若い審判
員によって感じさせられました。この審判員に
は国際試合でも活躍してもらいたいし、私はこ
の審判員にグリーンカードを出してあげたいと
思いました。このグリーンカードもどんどん使っ
ていくことが大切ではないかと考えています。
今年の全少は、あの選手宣誓に始まり、この
グリーンカードに終わった最高の大会でした。

上川　選手だけではなく、指導者も褒められ
たらうれしいですね。褒められるとよりポジティ
ブになっていける。綾部先生、良い話をありが
とうございました。日本の審判員の将来も明る
いですね！

眞藤　それともう一つ、相談役というのを山口
さんがおっしゃいましたが、例えば指導者養成
や講習会の間のところで、受講者が地元に
帰って自分よりも上位ライセンスの人に指導
実践を見てもらい、コメントをもらってきてくださ
いということを行っています。それを日常にも広
げ、メンターと言いますか、指導者の身近なと
ころに相談役がいれば変わってくるのかなと
思います。そういう取り組みを具体的に進めた
いと思っています。

上川　それでは、最後の「許さない」に入って
きたいと思います。

眞藤　ここのところは、今の延長になります
が、良いものを良いと伝えていくことが大事だ
と思っています。そういう雰囲気や意識を日常
にもっていくことが文化になっていくのだと思
います。時間がかかるかもしれないけれど、正
しいことや良いことを地道に継続して示してい
く、認め広げていくことが一番だと思っていま
す。

上川　良いものを良いとしっかり伝えていく。
そうすることが社会の意識を変えていくことに

つながる。社会の意識を変えることの重要性
について、山口さん何かお話があればお願い
します。

山口　非常に難しい問題ですね。日本はそう
いう歴史と文化の上に今がありますので。私
も「巨人の星」や「アタックナンバーワン」世
代で、これがスポーツだと思って育ってきた世
代ですから、今さら悪いと言われても、と思って
いる方も多いと思います。ただやはり、昔と今
は時代が変わって、社会が求めている人間を
スポーツは教育していく責任があります。ただ
我慢をして従順な子どもを教育して大人にし
ていっても、今の社会、さらには国際社会では
通用しないと思います。スポーツ界、そしてこ
れから日本が国際社会で外交も含めてやはり
世界に伍して戦っていく、日本の力を示してい
く、そういうクリエイティブな、イノベーションを
起こせるような人材をつくっていくためには、我
慢も根性ももちろん大事ですが、それだけでは
なく、自分で考える、自分自身を律していくこと
が大事です。私が暴力の問題で指導者の皆
さんに言うのは、もしも暴力が良いというので
あれば、一生面倒を見てやってください、ずっ
とどこへでもついて行って「僕はダメだ」という
ときに殴ってやってください、それをしていただ
けるのであれば、百歩譲って私は認めるかもし
れない。でも社会に出たら、誰も暴力を振るっ
てくれません。こうしろ、ああしろと言ってくれま
せん。自分で行動しなくてはならない。それを
スポーツで教わっているのだと思います。サッ
カーでは、自分で立って、自分で考えて、どうパ
スするのか、シュートするのかを決めなくては
ならない。そういう人間を育てていくことがサッ
カーを通じての人間教育だし、すばらしい日本
人であり国際人をつくっていく。皆さんは「ス
ポーツと暴力の問題か」と考えがちかと思うの
ですが、そういう意識を持つ必要があると思い
ます。私は日本全体が今、スポーツではこうい
うことが起きている、でもそれは日本が抱えて
いる問題なのだという意識をスポーツから教
えられて進んでいくことが大事だと思っていま
す。

綾部　私は、子どもたちとサッカーに出会った
ときに、サッカーが良いなと思ったのは、まず
個人競技ではないということでした。サッカー
は11人で勝利を目指すスポーツです。攻めた
り守ったり、間をとったり、状況に応じて今自
分が何をすべきか、何をすればチームのため
になるのか、常に考えながらプレーをする。こ
れは、年齢が低ければ低いほどそうで、一人で
やる孤独さはなく仲間がいるというすばらしい
スポーツです。この経験が大人になって実際
に社会に出たときに自分のポジションや役割

を考えられる、ここに結びついているということ
を、常に小学生の指導者は考えていただきた
い。今が勝負ではないということなのです。私
は、子どもたちがチームワークや人間関係を
学ぶ場としてサッカーが重要な役割を果たす
ということを考えてきたので、子どもたちと今日
まで続けてくることができたと思います。勝つこ
とも負けることも、この経験は全てが財産にな
ると思います。サッカーのすばらしさを、子ども
たちを通して教えてもらいました。

眞藤　子どもが自分に合ったクラブを選んで
いけるようにしていきたいと思っています。し
かし、実際には簡単なことではありません。そ
こに所属していることで満足していたり、辞め
るといろいろなところに迷惑が掛かるというプ
レッシャーもあったりします。でも、社会に啓
発し、自分がここのクラブに行ってやりたいと
選んでいけるような状態をつくっていけたらと
思っています。クラブに対しても、「健全育成ク
ラブ」と言いますか、安心、安全に子どもが活
動できたり、ライセンス指導者を適正人数で
配置していたり、クラブでリスペクトに取り組ん
でいたり、また、例えばAED（自動体外式除細
動器）を身近に置いているとか、いろいろな取
り組みがあります。誠実に良いものに取り組
んでいけるようなものをつくっていけたらと思っ
ています。また、将来のある子どもたちに、「リ
スペクト、大切に思うこと」を伝える取り組みを
していきたいと思います。

上川　良いことを良いと伝えること。それがク
ラブからの発信であってもいいわけですね。そ
してそういう良いクラブが、クラブ同士で良い
意味の競争意識を持ってもらう。そういうクラ
ブがたくさんあれば、選手だってどこのクラブ
に行こうかと、楽しみになりますよね。少し時
間がかかるかもしれませんが、スポーツ界が変
わっていければ良いと思います。
　森島さん、先日、全少のリスペクトワーク
ショップにご参加いただき、子どもたちにリスペ
クトについてお話をしていただきました。子ども
たちから受けた印象や感想はどのようなもので
したか。

森島　リスペクトの映像を流した後に、子ども
たちとディスカッションをしました。都道府県を
代表してきた選手たち一人一人が、リスペクト
について考えているのだな、こういうことが大
事だというのをしっかり認識しているな、と感じ
ました。全少に出場した選手たちが都道府県
の代表としての模範ともなるので、そういうこと
を発信していくことで全国にリスペクトの大切
さを伝えていけるのではないでしょうか。その翌
日、決勝戦を見て、子どもたちがリスペクトの

 リスペクトF.C.JAPAN
シンポジウム

 〜暴力根絶に向けて〜

特集③

61



気持ちを自然と行動に移せているように思い
ました。今は僕が選手のときと比べても、そうい
うところの意識が全体的にしっかり持たれて
いるように感じます。いろいろな人たちが輪を
広げ、大切さを伝えていければと思います。

上川　子どもたちへのリスペクトの働き掛
け。良い影響があったと考えます。そのワーク
ショップの進行に関わってくださった北野さん
に来ていただいています。

JFAキッズプロジェクト・北野孝一　ワー
クショップの司会進行を務めたのですが、今、
森島さんが言われたように、子どもたちは本当
に意識していて、審判員、家族、指導者等に
対して、大切に思っているということをそれぞ
れ自分の言葉にしてくれました。他のチームの
選手も大事な仲間だということを言ってくれま
した。
　先ほどからのお話を伺っていて、この先のこ
とを考えていくとしたら、この子どもたちにそう
いった思いを持ってサッカーを続けてもらいた
いと思います。われわれ指導者としても、子ど
もたちから学ぶことが多いです。全国大会に
来た子どもたちが、そういう思いでプレーしてい
るから先につながっていくのだろうな、指導者
の皆さんもそういう子どもたちを見ることによっ
て学ぶことがあるのではないか、そう思います。
私自身も、たくさんの子どもたちの前で話をし
ながら、子どもたちの書く言葉を見ながら、自分
自身が反省するようなところもありました。そう
いったことをあらためて感じることのできた、今
回の全少でのリスペクトワークショップでした。

眞藤　私は参加できなかったのですが、後か
らいろいろと資料や子どもたちの宣言を見せ
ていただきました。子どもたち自身が考えて、そ
れぞれに自分の言葉でいろいろなことを書い
ているのですが、これが子どもたちそれぞれの
心に残れば、生涯に生きていくのかなと思いま
す。こういう取り組みをもっとやっていく必要が
あると思います。

上川　指導者も子どももお互いから学べる。
こういう良い連鎖が将来に向けて広がってほ
しいですね。まだまだお話ししたいことがたくさ
んあるのですが、時間の関係でこの辺でまと
めに入らせていただきます。暴力という問題は
根の深い部分で、いまだに大きな問題になっ
ています。しかしわれわれは、子どもたちの将
来に目を向けていかなくてはなりません。それを
考えると、スポーツの本質、すばらしさをわれわ
れ自身がしっかりと理解して、子どもたちの将
来のために指導していく必要がある。だからこ
そ、指導者だけではなくて、そこに関わる全て

の人が手を取り合って
取り組んでいく必要があ
ると感じました。今日の
ディスカッションはリスペ
クトの観点から実施させ
ていただきましたが、リス
ペクトがいろいろな人の
心を育てていくというこ
とも再確認できたと思っています。大切に思う
気持ちを今後も継続して伝えていきたいと思
います。
　ここで、サムライブルー（日本代表）のアル
ベルト・ザッケローニ監督からのメッセージお聞
きください。

リスペクトF.C.JAPAN監督のアルベルト・
ザッケローニです。選手と監督の間にはリス
ペクトがなければなりません。それぞれの役
割、立場の尊重が必要です。 監督としては選
手の立場をしっかりと尊重し、監督と選手の
間に明確で現実的な関係をつくることが大切
です。当然、選手も自分たちの立場をわきまえ
て、しっかりと指導者の役割を尊重していかな
ければなりません。その相互関係によって良
い信頼関係ができるのではないかと思ってい
ます。それは、スポーツだけでなく、人生でも同
じです。

上川　本日話し合われたことを皆さんもぜひ、
それぞれの指導の現場で意識していただき、
そして自分の場所だけではなくて、周りに広げ
ていっていただければと思います。最後になり
ますが、皆さんから一言お願いします。

綾部　リスペクトをすると、こちら側の気持ち
が温かくなります。そして、周りも温かい気持ち
になる。逆に、怒鳴ったり叩いたりすると皆が
嫌な気持ちになる。でもリスペクトはすればす
るほど、周りの人の気持ち、その本人も気持
ちが良くなるということをぜひ、指導者の皆さ
んからお伝えいただきたいと思います。日本の
ワールドカップ出場決定の日に話題となった
“DJポリス”のあの言葉が、日本のサポーター
をリスペクトしたので、あれだけの人 を々上手
に誘導できたのだと思います。彼をリスペクト・
フェアプレー委員会で表彰したいほどの感動
を覚えました。

山口　私も今、偉そうなことを言っています
が、若いころは暴言も吐きましたし、頭に来て
ゴミ箱も蹴ったし、懺悔（ざんげ）しなければい
けないことは山ほどあります。ただやはり、指
導という過程の中で分かってきたことは、選手
や子どもは自分で伸びる力を持っているという
ことです。先ほどお話に出たその小学生大会

で、おそらく1回戦から勝ち上がっていく中で、
指導者が教えられない多くのことを子どもた
ちは学んで伸びたと思います。そのことを私た
ち指導者はきちんと理解して、指導者の仕事
は、親もそうだと思うのですが、育てるというよ
りはその環境をいかに与えてあげられるか、伸
びるような環境をどうつくっていくかに力を注ぐ
ことの方が大切だと思います。そして、一人で
は子育てできないのと同じように、一人では選
手を育てられません。いろいろな方に助けてい
ただきながら、皆で力を合わせて、選手や子ど
もたちを育てていくのだと思います。自分に言
い聞かせるように、スポーツ界が皆で手を取り
合って頑張っていきたいと思います。

森島　今日、自分もこの場に来られて、自分
が指導者という新しいステップに進む中で、い
ろいろな人とコミュニケーションをとって話を聞
くことが大事だと感じました。そして皆さんが言
われたように、子どもたちのことを考えて、子ど
もたちから学ぶものがたくさんあり、そのことが
とても大事であるということをあらためて感じま
した。子どもたちが、サッカーが好き、やってい
るものが好き、というのが一番大事だと思いま
すし、熱中し自然と笑顔が出る楽しさがあるか
らこそ続けられると思うので、そういうことの大
切さを忘れずに、今後、指導に携わっていきた
いと思います。

眞藤　私自身は、子どもも大人も関係なく、互
いが人として大切に思うことというのが一番
大事だと思います。指導者としては、子どもと
一緒に成長していく喜びを感じてもらう中で、
子どもが大人になったときに指導者に対して
感謝していくようなものをつくっていきたいと
思っています。一歩一歩地道に努力していき
たいと思いました。

上川　皆さんどうもありがとうございました。ぜ
ひメンバーで力を合わせてサッカー、スポーツ
の価値を高め、それをしっかりとした文化とし
て根付かせていければと思います。また、サッ
カーを越えてスポーツ全体へ、スポーツを越え
て社会全体へと発信していきたいと思います
し、そういう発信をJFAとして進めていきたいと
考えています。ぜひ皆さんもご協力ください。よ
ろしくお願いします。

ⓒJリーグフォト
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